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太田斎先生を送る 

 
竹越 孝 

 
 
 
 太田斎先生は、2018 年 3 月に本学を定年により退職された。先生は、1976 年

に本学中国学科を卒業後、東京都立大学大学院に学び、博士課程単位取得退学後

は、東京都立大学人文学部助手を経て、1986 年に本学に専任講師として着任、

以後 1987 年に助教授、1996 年に教授となって教鞭を取られた。本学では教授職

の他、2009 年から 2013 年まで学術担当理事（外国学研究所長・大学院研究科長

兼担）、2015 年から 2017 年まで学術情報センター長の任にあった。また、学会

における活動では、2006 年から 2008 年まで日本中国語学会編集委員長、2012 年

から 2014 年までは同副会長、そして 2014 年から 2016 年までは同会長を務めら

れた。 
 大学と学会において要職を歴任する中で、太田先生がこれまでに世に送り出し

た研究業績は、編著書が 20 冊余り、論文は 80 本超を数える。そのいずれもが、

日本と中国の学界において軽視すべからざる重要な学説となっており、質量とも

に凡百の研究者には到底真似のできる業ではない。 
 太田先生の学問の特徴は、中国の伝統的な音韻学と、比較的若い分野である方

言学を、高いレベルで融合させたところにある。先生は極めて精緻に文献を扱う

フィロロジストであるとともに、言語調査のために田野を駆け巡るフィールドワ

ーカーでもある。この両方の資質を兼ね備えた研究者は、世界的に見てもごくわ

ずかしかおらず、そのスタイルは近代中国語学の開祖であるベルンハルト・カー

ルグレン（Bernhard Karlgren, 1889-1978）を彷彿とさせる。近年は、そのカール

グレンの打ち立てた枠組に抗うかのように、中国語を漢字のくびきから解き放ち、

時間（歴史）と空間（方言）両面からのアプローチによる「語」単位の中国言語

史を構想されており、この分野の仕事は今後集大成されて日中双方の学界を大い

に裨益するものと信じる。 
 太田先生がこのような高い学問的見識を背景に研究と教育にあたり、それによ

って神戸外大を日本の中国語学研究における一大拠点に押し上げた功績は、今後

も色褪せることがないであろう。 
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と思われていた。この博山方言の児化についてあれこれ考えた事が、方言研究者

としての出発点となったと言えるかもしれない。このテーマは私の身の丈にあっ

たテーマで、この現象に遭遇したことは本当に幸運だった。適度に難しくて且つ

解決可能なテーマを見つけるというのはそう容易なことではないのである。 
なお政府間相互派遣留学についても、私が行けたというのは中国語を専攻する院生

がまだ少なく、中国も受け入れ態勢が整っていなかったからである。今では留学希望

者も遥かに多くなっているだろうから、今私が応募すれば、書類審査で通ったとして

も、面接でそんな中国語のレベルでよく留学しようなどと思うなあと嫌味の一つも言

われて、即不合格の烙印を押されてしまいそうである。 
1982 年に帰国すると、たまたま助手のポストに空きが出来たというので、他

に適任者が沢山いたはずなのに、慶谷先生は私を推して下さった。有難いことで

ある。それで三年中文の助手を勤めたところで、今度は神戸外大で長田先生の後

任を探しているということで、応募し採用してもらうことになった。まだそれほ

ど業績が無かったにも拘わらずである。そして 32 年神戸外大で教鞭をとること

になった。後の事は取り立てて記すことも無いだろうから、このあたりでとりと

めのない無駄話はやめとしよう。 
こうして振り返ってみると実に幸運に恵まれた来し方であったとしみじみ思う。

数多くの不合格の宣告はさておき、失格の烙印を捺されてもおかしくは無い場面

が何度もあった。ところが幸いに（？）鈍感にしてその時点ではその危機的状況

に全く気付くことなく、従って精神的にストレスを抱えるというような悩みもな

かったのである。自分は何と長く薄氷の上を歩き続けてきたことか。氷が割れて

冷たい水の中に落ちるということにならずに今に至っているのは、只々運が人並

はずれて良かったため、そして師友に大変恵まれてきたからだろう。良き師友に

恵まれたというのもまた運が良かったということであろうか。研究は自分にとっ

ては趣味、娯楽なので、ボケない限り死ぬまで続けるつもりであるが、教育者と

してはここら辺りが潮時と言ったところだろう。 
神戸外大の同僚、事務の方々に感謝して擱筆する。長い間有難うございました！ 
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校注『問答語』i 

 
竹越 孝 

 
 
 
前 言 
 本稿は、清代の満漢対訳形式による満洲語教材『問答語』を対象として、

満洲文字をローマ字転写し、日本語で逐語訳を付すとともに、漢字の部分を

翻刻したテキストである。 
 『問答語』（fonjin jabun leolen i bithe）は全 497 の表現について、満洲語と

その中国語訳を記したもので、現存する版本としては道光 7 年（1827）の刊

本のみが知られる。本書は満洲語と中国語が左右対訳で並ぶ「満漢合壁」形

式ではなく、上に満洲語、下に中国語が来る「上満下漢」形式を取る。必ず

しも全編にわたって問答体を取っているわけではなく、問答の枠組を用いつ

つも、端々に関連する表現が羅列されており、会話書というよりは表現集

（phrase book）と称すべきものではないかと思われる。 
 本稿で用いたのは大英図書館蔵本、同館所蔵の二冊（図書番号 19951. c. 30
及び 19951. c. 31）は同版である。その書誌データは以下の通り：不分巻一冊、

冊大 26.5×15.2cm。題簽は「fonjin jabun leolen i bithe 問答語」、封面は左「doro 
eldengge i nadaci aniya jakūn biyade folohongge」、中「fonjin jabun leolen i bithe
問答語」、右「道光七年八月刊刻」。全 22 葉、毎半葉 6 行、各行上下二段、各

段上に満洲語、下に中国語。四周双辺、半葉の匡郭 20.0×11.7cm。版心は白

口、上黒魚尾、魚尾の上に「問答語」、下に葉数。 
 本書については、池上（1962）がつとに紹介を行い、Simon and Nelson（1977）
によって大英図書館蔵本の存在は知られていたがii、これまでその全貌が明ら

かにされることはなかった。今後の研究の基礎を形作るべく、ここに校注テ

キストを公開する。 
                                                      
i 本研究は JSPS 科研費 JP16K02690 の助成を受けたものである。 
ii なお、Walravens（1976：580）によれば、本書はアメリカの議会図書館（Library of Congress）

にも所蔵されるというが、松村（1976）には著録されていない。 
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 私自身が同僚として接する中で太田先生に抱いた印象は、学問的にも人間的に

も、「誠実」の一言に尽きる。学問的に誠実であるということは、一言一句をゆ

るがせにせず、限界まで調べ尽くし、考え抜くということであり、大学院時代の

師である故慶谷壽信教授が学生を鼓舞する言葉であった「常に exhaustiveであれ」

を、最も体現する門下生の一人と思える。人間的に誠実であるということは、決

して自分を偽らず、その言動に責任を持つということであり、大学や学会の仕事

が難局にあった時も、我々は常に太田先生を信頼し、大きな安心感の中で進むべ

き道を決めることができた。 
 太田先生退職後の中国学科は、神戸外大出身の教員が不在の時代を迎えること

となった。その大学の出身者でなければ、良き伝統を継承し得ないとは思わない。

我々が太田先生を始めとする数々の先達が作り上げた伝統をいかに受け継ぎ発

展させていくかは、我々が研究と教育に対していかに誠実であるかにかかってい

る。 
 終わりに、太田先生のご多幸と益々のご健筆をお祈り申し上げる。 
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